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公益社団法人日本プロゴルフ協会

平成２５年度 事業報告書

自：平成２５年５月１日～至：平成２５年１２月３１日

【公益目的事業】

公１「ゴルフの正しい普及ならびにゴルフ分野のスポーツ振興及びゴルフを通じた 

社会貢献を行う事業」

１．ティーチングプロ資格認定事業 

ティーチングプロ資格認定講習会はＡ級、Ｂ級の２階級を実施し、Ｂ級講習会については、新

規にティーチングプロ資格取得を希望する者のためのＢ級（新規）講習会に加え、既存のＣ級

資格取得者に対するＢ級（移行）講習会の２種類を実施した。 

Ａ級講習会は９４名（ＰＧＡ６８名、ＬＰＧＡ２６名）が受講し、ＰＧＡの受講者で講習会を

修了した６２名（内トーナメントプレーヤー１名）に対しては、平成２６年１月１日付けでテ

ィーチングプロＡ級資格を認定する。 

Ｂ級（新規）講習会は１０６名（ＰＧＡ９９名、ＬＰＧＡ７名）が受講し、ＰＧＡの受講者で

レポート、検定に合格し、講習会を修了した者８７名に対して入会セミナーを実施した。 

入会セミナー受講終了者は平成２６年１月１日付けでティーチングプロＢ級資格を認定し、入

会登録となる。 

Ｂ級（移行）講習会は１４名が受講し、講習会を修了した１３名に対しては、平成２６年１月

１日付けでティーチングプロＢ級資格を認定する。 

平成２６年度ＰＧＡティーチングプロＢ級（新規）講習会受講希望者１４７名に対して、受講

審査として書類審査及び実技審査（３６ホールズストロークプレー）を実施し、９６名が実技

審査を通過した。 

更に、実技審査通過者に対して面接審査及び筆記試験を実施し、合格した９１名に平成２６年

度ＰＧＡティーチングプロＢ級（新規）講習会の受講を認めた。 

尚、平成２６年度講習会より、講習内容充実化のためのカリキュラム変更に伴い、前期１学期

の講習を前年度に実施することとなったことから、本年１２月に前期１学期講習会を実施した。 

また、ティーチングプロＡ級資格者を対象としたジュニア指導員セミナーを開催し、６３名が

受講。講習会を修了した６２名に対してジュニア指導員資格を認定した。 

２．トーナメントプレーヤー資格認定事業 

トーナメントプレーヤー資格認証のためプレ予選２会場、１次プロテスト４会場、２次プロテ

スト４会場、最終プロテスト１会場の４段階で実施した。その結果、５３名が合格し、ティー

チングプロ会員３名を除く５０名が、入会セミナーの受講を経て、平成２５年１２月２０日付

けでトーナメントプレーヤー資格を認定し入会登録された。 

また、一般社団法人日本ゴルフツアー機構にて管轄するジャパンゴルフツアー賞金ランキングシ

ード権取得者またはツアー競技優勝者で入会を希望する者（２名）については、入会セミナーを

開催した。 

３．プロゴルファーの資質向上事業 

(１)研修会 

会員を対象として技術研鑽と資質向上を目的に、年間を通じて全国１４会場にて研修会を

実施した。 
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(２)ＰＧＡティーチングプロアワード 

  優れた指導理論や顕著な活動実績を持つプロゴルファーを表彰するＰＧＡティーチング

プロアワードは、本年度は１５名が参加し、審査の結果、最優秀賞１名、奨励賞３名、功

労賞３名を決定し表彰を行った。 

  (３)ＰＧＡマネジメントプログラム 

    会員の資質向上を目的として実施するＰＧＡマネジメントプログラムとして、公益社団法

人日本職業スキー教師協会及び公益社団法人日本プロテニス協会と合同で「プロスポーツ

ティーチングセミナー」を実施して１５名が参加した。 

４．ゴルフの正しい普及のためのジュニア育成事業 

(１)ジュニア育成プロジェクト 

地方自治体とタイアップし、自治体が募集した主にゴルフ未経験の小学生に対して、３段

階からなるカリキュラムによってゴルフを経験させていくジュニア育成プロジェクトは、

本年度は東京都と静岡県の２ヶ所にて実施。 

東京会場は述べ２４３名のジュニアが参加し、静岡会場は述べ１１６名のジュニアが参加

した。 

(２)キッズゴルフ体験会 

当法人が主催または公認する競技において、開催コースの近隣の小学校を通じて募集した

主にゴルフ未経験のジュニアに対してゴルフを体験させるキッズゴルフ体験会は、シニア

ツアー８試合でイベントを実施し、延べ１５８名のジュニアが参加した。 

(３)春休み親と子＆シニアゴルフレッスン会（平成２５年３月実施事業） 

春休み中の一定期間に、全国各地においてゴルフ練習場を利用して親子または祖父（祖母）

と孫のペアでゴルフレッスン会を実施する春休み親と子＆シニアゴルフレッスン会は、全

国２６会場で実施し、延べ６３６名が参加した。 

(４)ジュニア育成地区活動への助成 

地域におけるゴルフ普及と振興を目的に、地区ジュニア委員が企画、実施するジュニア 

育成活動に対して運営費を助成するジュニア育成地区活動においては、全国で３６イベン

トが実施され、延べ２，２２８が参加した。尚、助成金の総額は２，２７７，６６７円。 

(５)ジュニアゴルフスクールへのプロゴルファー派遣 

公益財団法人日本ゴルフ協会ならびに関連団体が全国各地で実施するジュニアスクール

に対して、当法人所属のプロゴルファーを述べ５０３名派遣した。 

(６)日本ジュニアゴルファー育成協議会への支援 

子供たちへのゴルフの普及、啓発事業、指導者養成事業などを行い、社会活動の推進及び

スポーツの振興に寄与することを目的として、１９９９年にゴルフ関連１０団体（公益財

団法人日本ゴルフ協会、公益社団法人日本プロゴルフ協会、一般社団法人日本女子プロゴ

ルフ協会、一般社団法人日本ゴルフツアー機構、一般社団法人日本ゴルフトーナメント振

興協会、公益社団法人日本パブリックゴルフ協会、一般社団法人日本ゴルフ用品協会、公

益社団法人全日本ゴルフ練習場連盟、一般社団法人日本ゴルフ場事業協会、全国高等学校

ゴルフ連盟）によって創設された、ＮＰＯ法人日本ジュニアゴルファー育成協議会（ＪＧ

Ｃ）の活動に対して以下の支援を行った。 

①ＪＧＣが主催または協力するゴルフ体験会、ゴルフレッスン会等のジュニアベントに対

しＰＧＡ会員並びに事務職員を派遣した。 

②助成金として１５０万円を支出。 
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５．ゴルフ分野のスポーツ振興のための主催競技開催事業 

(１)日本プロゴルフ選手権大会及び日本プロゴルフ選手権大会予選会 

第８１回日本プロゴルフ選手権大会 日清カップヌードル杯 

開催日：平成２５年５月１６日（木）～１９日（日） 

場 所：総武カントリークラブ・総武コース（千葉県） 

優勝者：金亨成 

備 考：併せて予選会を全国７会場（１次予選６会場、最終予選１会場）にて実施 

(２)第５２回日本プロゴルフシニア選手権大会 住友商事・サミットカップ 

開催日：平成２５年１０月１０日（木）～１３日（日） 

場 所：サミットゴルフクラブ（茨城県） 

優勝者：渡辺司 

  (３)日本プロゴルフグランド・ゴールドシニア選手権大会 ゴルフパートナーカップ 

開催日：平成２５年６月２１日（金）～２２日（土） 

場 所：高坂カントリークラブ・米山コース（埼玉県） 

優勝者：ゴールドの部 古市忠夫  グランドの部 初見充宣 

備 考：予選会として関東・関西グランド・ゴールドシニア選手権大会を以下の通り実施。 

関東プロゴルフグランドシニア選手権大会 

開催日：平成２５年４月２５日（木）～２６日（金） 

場 所：雲雀ゴルフ倶楽部（茨城県） 

優勝者：海老原清治 

関東プロゴルフゴールドシニア選手権大会 

開催日：平成２５年５月２３日（木）～２４日（金） 

場 所：ジャパンＰＧＡゴルフクラブ（千葉県） 

優勝者：田中文雄 

関西プロゴルフグランド・ゴールドシニア選手権大会 

開催日：平成２５年４月２５日（木）～２６日（金） 

場 所：新宝塚カントリークラブ（兵庫県） 

優勝者：ゴールドの部 森本俊治  グランドの部 吉村金八 

  (４) 第１５回日本プロゴルフ新人選手権大会 ゼロホールカップ 

開催日：平成２５年９月２５日（水）～２６日（木） 

場 所：谷汲カントリークラブ（岐阜県） 

優勝者：副田裕斗 

(５)ＰＧＡティーチングプロ選手権大会及びティーチングプロ選手権予選会 

第２回ＰＧＡティーチングプログランドシニア選手権大会 

開催日：平成２５年９月２５日（水）～２６日（木） 

場 所：谷汲カントリークラブ（岐阜県） 

優勝者：山下英章 

第９回ＰＧＡティーチングプロシニア選手権大会 

開催日：平成２５年１０月３日（木）～４日（金） 

場 所：チェリーレイクカントリークラブ（三重県） 

優勝者：竹下忠直 
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第１５回ＰＧＡティーチングプロ選手権大会 

開催日：平成２５年１０月２３日（水）～２４日（木） 

場 所：青山高原カントリークラブ（三重県） 

優勝者：吉岡達也 

備 考：併せて予選会を３会場で実施。 

６．ゴルフを通じた社会貢献及びゴルフ普及事業 

(１)ＰＧＡフィランスロピー地区事業 

地域のゴルフ普及、振興または社会貢献（チャリティ）を目的としたゴルフイベントを  

全国１８会場で実施し、延べ１，２８４名が参加した。各地区で実施したイベントの内容

により助成金額を決定し、総額５，８４７，４９２円の助成を行った。尚、本事業による

チャリティ金の総額は３，０２０，０８９円となった。 

(２)障害者ゴルフ大会 

本大会は障害者の方にゴルフを楽しんでもらう場を提供すると共に、障害者ゴルファーの

技術向上を目指し、身体障害者を対象としたゴルフ競技会を１０月８日（火）に若洲ゴル

フリンクス（東京都）にて実施し、１０１名が参加した。 

(３)国際交流事業 

海外で行われるシニアの国際大会に選手を派遣すると共に、役員を派遣し、海外プゴルフ

協会との情報交換ならびに親善を図った。 

本年度は以下の競技に選手ならびに役員、事務局員を派遣した。 

・全米プロゴルフシニア選手権（５月日～日・米国） 日本選手４名が出場 

・全米シニアオープン選手権（７月１１日～１４日・米国） 日本選手２名が出場 

・全英シニアオープン（７月２５日～２８日・英国） 日本選手５名が出場 

(４)広報事業 

ゴルフ普及のための広報事業として、以下の事業を実施。 

①公式ホームページの開設 

公式ホームページを当法人の概要や活動状況、競技情報などを掲載し、広く一般に告知

した。 

②公式Ｆａｃｅｂｏｏｋ 

公式Ｆａｃｅｂｏｏｋは公式ホームページと連動して当法人の概要や活動状況、競技情

報などを掲載し、広く一般に告知した。 

③公式携帯サイトへのシニアツアー及びＰＧＡ資格認定プロテスト競技成績掲載 

携帯サイト「Ｔｈｅ Ｇｏｌｆ」と提携し、当法人の公式携帯サイトとしてＰＧＡシニ

アツアー競技及びＰＧＡ資格認定プロテストの組合せならびに成績を掲載した。 

④ＰＧＡシニアツアー競技成績の報道機関への配信 

共同通信社と提携し、共同通信社から競技成績を配信することにより、ＰＧＡシニア  

ツアーの成績が新聞各紙に掲載されるよう図った。 

⑤ゴルフフェア 

社団法人日本ゴルフ用品協会が主催し、毎年２月に開催されるジャパンゴルフフェアに

当法人の特設ブースを出展し、実施している事業の紹介、ゴルフレッスン会などを実施。 

⑥競技記録の管理 

シニアツアー及び１９９９年以前のレギュラーツアーの記録を管理し、一般ならびに 

報道機関などからの問い合わせ等に対応を行った。 
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(５)出版事業 

正しいゴルフ普及のため、当法人が長年の経験と実績に基づいて作成したゴルフ指導書（Ｐ

ＧＡ基本ゴルフ教本、ゴルフ体操、ジュニア基本ゴルフ教本、ジュニア基本ゴルフ教本 み

んなでゴルフ、ゴルフはじめてブック）の出版、販売を行った。 

(６)ゴルフのルール及びマナーに関する研究調査事業 

一般社団法人日本ゴルフツアー機構、一般社団法人日本女子プロゴルフ協会の３団体で

「合同ルール研究会」を開催し、公益財団法人日本ゴルフ協会のゴルフルール担当者と共

に、最新のルール裁定、ルールの変更点に対する解釈などについて協議して情報の共有化

を図った。「合同ルール研究会」で得られた情報は研修会ならびにティーチングプロ講習

会、入会セミナーなどで実施するルール講習において周知すると共に、その情報をもとに、

当法人の競技特別規則（当法人が関係するすべての競技に適用）を作成して会員及び競技

に参加するアマチュア選手に配布し、正しいルールの普及に努めた。 

【収益事業】 

収１競技関係事業 

１．シニアツアー事業 

主催競技以外でＰＧＡシニアツアー競技として開催を希望する競技（スポンサー競技）を公認

し主管として管理を行った。また、１年間を通したツアー制度を実施し、公式賞金ランキング

を作成。更に、シード資格（優先出場資格）を持たない選手に対して、出場優先順位を与える

ためのシニアツアー予選会を実施した。 

本年度、シニアツアー競技として実施された試合は以下の通り。 

金秀シニア 沖縄オープンゴルフ トーナメント２０１３ 

開催日：平成２５年４月１９日（金）～２０日（土） 

場 所：喜瀬カントリークラブ（沖縄県） 

優勝者：崎山武志 

ＩＳＰＳ ハンダカップ 五月晴れのシニアマスターズ 

開催日：平成２５年５月３１日（金）～６月１日（土） 

場 所：九州ゴルフ倶楽部・八幡コース（福岡県） 

優勝者：ブーンチュ・ルアンキット 

～シニアを元気に!!～ ＫＹＯＲＡＫＵ ＭＯＲＥ ＳＵＲＰＲＩＳＥ ＣＵＰ ２０１３ 

開催日：平成２５年６月７日（金）～８日（日） 

場 所：涼仙ゴルフ倶楽部（三重県） 

優勝者：室田 淳 

第１４回スターツシニアゴルフトーナメント 

開催日：平成２５年６月１４日（金）～１６日（日） 

場 所：スターツ笠間ゴルフ倶楽部（茨城県） 

優勝者：中嶋常幸 

ＩＳＰＳ ハンダカップ フィランスロピーシニアトーナメント 

開催日：平成２５年７月１１日（木）～１２日（金） 

場 所：箱根湖畔ゴルフコース（神奈川県） 

優勝者：東 聡 
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ファンケルクラシック  

開催日：平成２５年８月１６日（金）～１８日（日） 

場 所：裾野カンツリー倶楽部（静岡県） 

優勝者：羽川 豊 

ＩＳＰＳ ハンダカップ 秋晴れのシニアマスターズ 

開催日：平成２５年８月３０日（金）～３１日（土） 

場 所：北海道ブルックスカントリークラブ（北海道） 

優勝者：フランキー・ミノザ 

コマツオープン２０１３ 

開催日：平成２５年９月１２日（木）～１４日（土） 

場 所：小松カントリークラブ（石川県） 

優勝者：真板 潔 

第２３回日本シニアオープンゴルフ選手権競技 

開催日：平成２５年１０月３１日（木）～１１月３日（日） 

場 所：麻生飯塚ゴルフ倶楽部（福岡県） 

優勝者：室田 淳 

富士フイルムシニアチャンピオンシップ 

開催日：平成２５年１１月７日（木）～９日（土） 

場 所：ザ・カントリークラブ・ジャパン（千葉県） 

優勝者：奥田靖己 

いわさき白露シニアゴルフトーナメント 

開催日：平成２５年１１月２２日（金）～２４日（日） 

場 所：いぶすきゴルフクラブ開聞コース（鹿児島県） 

優勝者：室田 淳 

２．各種競技事業 

シニア後援競技、シニア特別協力競技、後援競技、協力競技などの名義を貸与し、競技委員を

派遣して競技の管理を行った。 

本年度は以下の競技が実施された。 

【シニア後援競技】 

 第２回北関東シニアオープンゴルフ選手権大会（優勝：室田淳） 

 第１回 佐世保カップ 九州シニアオープンゴルフトーナメント（優勝：三好隆） 

アサヒ緑健カップ第１５回ＴＶＱシニアオープンゴルフ（優勝：藤池昇龍） 

【シニアグローイング競技】 

 ＩＳＰＳ グローイング シニアオープン ハンダ熱血シリーズ第１戦（優勝：比嘉勉） 

 ＩＳＰＳ グローイング シニアオープン ハンダ熱血シリーズ第２戦（優勝：神谷浩一） 

 ＩＳＰＳ グローイング シニアオープン ハンダ熱血シリーズ第３戦（優勝：牛山正則） 

 ＩＳＰＳ グローイング シニアオープン ハンダ熱血シリーズ第４戦（優勝：菅原洋一） 

 ＩＳＰＳ グローイング シニアオープン ハンダ熱血シリーズ第５戦（優勝：久保勝則） 

【グランド・ゴールド公認競技】 

 日本グランドシニアオープンゴルフ選手権 ユニデンクラシック 

（優勝：ゴールドの部 新井規矩雄、グランドの部 吉村金八） 
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【後援競技】 

 第３０回記念 岐阜オープンクラシック２０１３（優勝：リチャード・テイト） 

 奈良県オープンゴルフ選手権（優勝：山下和宏） 

 北陸オープンゴルフトーナメント２０１３（優勝：小田孔明） 

【特別後援競技】 

ザ・レジェンド・チャリティプロアマトーナメント（優勝：池田勇太） 

【協力競技】 

２０１３兵庫県オープンゴルフトーナメント（優勝：富村真治） 

３．共同主催競技事業 

一般社団法人日本ゴルフツアー機構（ＪＧＴＯ）及び一般社団法人日本女子プロゴルフ協会（Ｌ

ＰＧＡ）との共同主催により、Ｈｉｔａｃｈｉ ３Ｔｏｕｒｓ Ｃｈａｍｐｉｏｎｓｈｉｐ   

２０１３を実施し、本年度はＪＧＴＯチームが優勝した。 

収２その他収益事業 

１．商標関係事業 

「ＰＧＡ」や「ＰＧＡ ＴＯＵＲ」などの商標を管理し、企業やゴルフ場などに商標を貸与  

する。 

本年度はジャパンＰＧＡゴルフクラブ（千葉県）に対し「ジャパンＰＧＡ」の名称を継続して   

貸与した。 

また、ＪＣＢカードと提携し会員となった方に対して、プロゴルファーとの交流を中心とした

サービスを展開するファンクラブを組織し、ゴルフの普及を図った。 

【その他事業】 

他１会員事業他 

１．会員のための競技はチャレンジ競技は１試合、フレンドシップ１試合、シニア選考会１会場、

プロテスト選考会１会場、グランドシニア選考会１会場を実施した。 

２．会報誌「ＰＧＡリポート」は４月、８月、１２月の３回発行し、新規入会者へのウェア等の配

布、会員証の発行、会員名簿の発行、手帳の配布、ルールブックの配布、慶弔費の支給、公認

ゴルフスクールの認定など、会員に対するサービスを行った。 

３．日本プロゴルフ殿堂に関する事業

  プロゴルフ界の発展に貢献したプロゴルファーを表彰することを目的として設立された一般

財団法人日本プロゴルフ殿堂の活動支援を行った。

４．ＰＧＡ感謝の夕べ

  当法人の事業への協力に感謝の意を表し、協賛社、マスコミ、関連団体などを招待したパーテ

ィーを１２月１６日に開催し、約１８０名が参加した。

【その他】 

本年８月、報道機関からの質問に端を発し、当協会の現職の理事が暴力団関係者と交際していた

という事実が発覚した。

当該理事からは理事、代議員の辞任届が提出され、９月１０日に開催した臨時理事会においてこ
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れを受理し、更に、顧問弁護士、監事からなる調査委員会の調査結果を踏まえ、懲罰諮問委員会

にて懲罰の検討を行い、最終的に９月１７日の定例理事会において８ヶ月間の会員資格停止処分

の懲戒処分とすることを決議した。

（資格停止期間については、６ヶ月経過後に暴力団排除への取り組みの姿勢など、本人の改悛の

状況について九州地区から報告を受け、理事会において総合的に判断した上で期間を短縮するこ

とができるものとすることとした。）

しかしながら、前述の理事の懲戒処分決定後、現職の副会長から、前述の理事が当該副会長と共

に他にも暴力団関係者と交際していた旨の申告があり、調査委員会が調査した結果、ゴルフプレ

ー２回、飲食１回の事実が確認された。

当該副会長からも理事、代議員の辞任届が提出され、１０月５日に開催した臨時理事会において

これを受理し、その後、調査委員会の調査を踏まえ、懲罰諮問委員会にて懲罰の検討を行い、１

０月２８日に開催された定例理事会において両名を退会処分とすることを決議した。

上記の不祥事を踏まえ、１０月２８日の定例理事会において、再発防止策として以下６項目を骨

子とする「暴排徹底宣言」を実施することが決議されると共に、信頼回復のため、次回の社員総

会までに理事・代議員が総辞職した上で出直し選挙を実施する方向性が決議された。

暴排徹底宣言の骨子

１．出直し選挙の実施

２．倫理規程違反に対する自己申告の推奨

３．内部通報制度の特別措置

４．特別聞き取り調査委員会の設置

５．暴追センターが実施する責任者講習の受講の徹底

６．倫理規程の改正

暴排徹底宣言のうち、「自主申告の推奨」「内部通報制度」「特別聞き取り調査委員会の設置」に

ついては具体的に実施する旨を１１月に全会員に告知し、「会員倫理規程の改正」については、

１２月１８日に開催した定例理事会において、「会員は暴力団または暴力的あるいは詐欺的行為

その他違法不当な行為を組織的、常習的に行うおそれある者と接触した場合ならびに、他の会員

が接触した事実を知った場合には、直ちにＰＧＡ本部または内部通報担当者に通報しなければな

らない。」との条項を追加することが決議された。

「暴追センターが実施する責任者講習の受講の徹底」については、どのように実施していくかを、

今後検討することとしている。

「出直し選挙の実施」については、本年１２月３１日をもって全理事・全代議員が総辞職し、新

たに選ばれた代議員のもと、平成２６年２月２４日の定時社員総会において新しい理事を選任す

ることとしている。 

尚、定款第２６条第２項の規程により、新理事が選任される日までは、従前の理事が職務を遂行

する。 

以上


